




研究目的 

前回は,正常成熟児におけるアルブミン(以下 ALB と略す)とビリルビン(以下 BR と略す)の

相互作用について検討し,ALB の BR 結合能の面から成熟児の光線療法および交換輸血の適

応基準のの作製を試みた。 

今回,同様の方法でとくに健常未熟児における ALBの BR 結合能について検討した。また超

未熟児の BR 結合能についても検討を加えた。 


